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は
じ
め
に
　
中
島
敦
の
「
マ
リ
ヤ
ン）1
（
」
は
、
パ
ラ
オ
人
女
性
を
描
い
た
短
編
小
説
で
あ
る
。
こ
の
短
編
小
説
が
実
在
し
た
人
物
マ
リ
ヤ
が
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
実
像
に
つ
い
て
は
不
明
な
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
河
路
由
佳
氏
の
『
中
島
敦
「
マ
リ
ヤ
ン
」
と
モ
デ
ル
の
マ
リ
ア
・
ギ
ボ
ン）2
（
』
で
あ
る
。河
路
氏
は
、現
地
パ
ラ
オ
で
の
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
国
内
で
は
、
三
育
学
院
大
学
の
関
係
者
の
協
力
で
Ｓ
Ｄ
Ａ
関
係
の
資
料
調
査
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
そ
の
実
像
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
一
方
、『
土ひじ
方かた
久ひさ
功かつ
日
記）3
（
』（
以
下
、『
日
記
』
と
略
す
）
に
は
、
マ
リ
ヤ
の
名
前
が
頻
出
す
る
。
し
た
が
っ
て
、『
日
記
』
は
同
時
代
の
資
料
と
し
て
価
値
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
小
稿
で
は
、『
日
記
』
に
見
え
る
マ
リ
ヤ
の
記
事
に
基
づ
き
、
マ
リ
ヤ
の
実
像
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
　
な
お
、
土
方
久
功
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
土
方
久
功
正
伝）4
（
』を
参
照
さ
れ
た
い
。
『
土
方
久
功
日
記
』
に
見
え
る
マ
リ
ヤ
　
昭
和
14
（
１
９
３
９
）
年
は
、
久
功
に
と
っ
て
、
慌
た
だ
し
い
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
年
１
月
、
７
年
余
滞
在
し
た
孤
島
サ
タ
ワ
ル
島
を
去
り
、
パ
ラ
オ
へ
戻
っ
た
。
３
月
、
南
洋
庁
内
務
部
地
方
課
の
嘱
託
と
な
り
、
４
月
、
杉
浦
佐
助
と
共
に
、
玉
枝
（
父
が
日
本
人
、
母
が
パ
ラ
オ
人
の
少
女
）
を
伴
い
一
時
帰
国
し
、
東
京
で
「
南
洋
彫
刻
家
・
杉
浦
佐
助 
作
品
展
覧
会
」
と
「
土
方
久
功
氏
蒐
集
南
洋
土
俗
品
展
」
の
二
つ
の
展
覧
会
を
開
い
た
。
そ
し
て
、
８
月
、
一
人
パ
ラ
オ
へ
戻
っ
た
。
　
マ
リ
ヤ
の
名
前
が
『
日
記
』
に
初
め
て
見
え
る
の
は
、
そ
の
直
後
の
９
月
８
日
で
あ
る
。
そ
の
後
、
マ
リ
ヤ
の
名
前
は
『
日
記
』
に
し
ば
し
ば
見
え
、
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
３
月
に
土
方
久
功
が
帰
国
す
る
ま
で
、
継
続
し
て
見
え
る
。
久
功
が
帰
国
し
た
後
は
、
マ
リ
ヤ
の
名
前
は
書
信
の
形
で
『
日
記
』
に
見
え
る
。
　
『
日
記
』
の
な
か
で
マ
リ
ヤ
の
名
前
が
見
え
る
所
を
、
末
尾
に
一
覧
に
し
た
。
論
　
文
『
土
方
久
功
日
記
』
か
ら
見
た
中
島
敦
「
マ
リ
ヤ
ン
」
の
実
像
清
水
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①
は
、『
日
記
』
に
マ
リ
ヤ
の
名
が
初
め
て
見
え
る
所
で
あ
る
。
久
功
は
、
新
聞
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
土
地
の
借
地
権
利
金
の
問
題
を
調
べ
る
た
め
村
へ
行
っ
た
。
途
中
道
で
マ
リ
ヤ
に
逢
い
、
そ
の
ま
ま
マ
リ
ヤ
の
所
へ
行
き
、
恐
ら
く
土
地
問
題
の
話
を
聞
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
土
地
問
題
の
ひ
と
つ
は
、
マ
リ
ヤ
の
所
有
地
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
教
会
の
下
、
道
路
を
隔
て
た
小
宅
地
を
め
ぐ
る
一
件
で
あ
る
。
以
前
、
日
本
人
に
貸
し
証
書
を
作
っ
た
が
、
証
書
の
年
期
が
切
れ
て
い
な
い
の
に
、既
に
三
人
の
者
が
、一
枚
の
証
書
を
譲
り
渡
し
て
、変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る）5
（
。
こ
こ
か
ら
、
マ
リ
ヤ
が
コ
ロ
ー
ル
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
恐
ら
く
、
他
に
も
所
有
地
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
マ
リ
ヤ
は
土
地
を
所
有
す
る
階
層
に
属
し
て
い
た
の
が
分
か
る
。
　
②
で
は
、
久
功
は
、
久
功
の
所
ヘ
行
く
途
中
の
マ
リ
ヤ
に
逢
っ
て
、
自
分
の
官
舎
へ
連
れ
て
き
た
。
そ
こ
へ
、
栗
山
、
小
林
、
三
瓶
等
日
本
人
の
知
人
が
何
人
も
集
っ
て
来
て
賑
わ
っ
た
。
㉔
、
㉕
で
は
、
１
９
４
１
年
１
月
20
日
の
夜
、
久
功
は
南
洋
生
物
研
究
所
の
研
究
員
、
和
田
清
治
の
部
屋
を
訪
れ
た
ら
、
マ
リ
ヤ
も
来
た
。
翌
日
も
、
夕
方
、
和
田
を
訪
れ
た
ら
、
マ
リ
ヤ
も
来
た
。
マ
リ
ヤ
は
久
功
だ
け
で
な
く
、
他
の
日
本
人
と
も
親
し
く
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
小
説
「
マ
リ
ヤ
ン
」
に
書
か
れ
て
い
る
、「
そ
う
い
え
ば
、
マ
リ
ヤ
ン
の
友
達
は
、
日
本
人
ば
か
り
の
よ
う
だ
。」
と
い
う
の
を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
⑤
で
は
、
久
功
が
地
方
課
長
と
飯
田
が
東
京
に
出
張
し
、
松
野
が
休
暇
で
日
本
へ
帰
る
の
で
、
三
人
を
見
送
り
に
波
止
場
へ
行
っ
た
ら
、
や
は
り
、
松
野
を
見
送
り
に
来
た
マ
リ
ヤ
と
逢
う
。
そ
の
あ
と
、
久
功
は
マ
リ
ヤ
と
共
に
パ
ラ
オ
本
島
（
バ
ベ
ル
ダ
オ
ッ
プ
島
）
の
ガ
ツ
キ
ッ
プ
村
へ
行
き
、
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
た
お
祝
い
の
儀
式
に
加
わ
る
。
こ
の
よ
う
な
島
民
の
儀
式
に
日
本
人
で
あ
る
久
功
が
参
加
し
調
査
で
き
た
の
も
、
マ
リ
ヤ
が
同
行
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
　
⑧
以
下
で
は
、
マ
リ
ヤ
は
し
ば
し
ば
久
功
の
官
舎
を
訪
れ
、
ま
た
、
久
功
は
マ
リ
ヤ
の
所
を
訪
れ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
目
的
は
、
パ
ラ
オ
語
を
学
ぶ
た
め
（
⑲
、
㉒
、
74
）
と
、
パ
ラ
オ
の
歌
を
調
べ
る
た
め
（
㉗
、
㉘
、
㉙
、
33
）
で
あ
っ
た
。
久
功
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
パ
ラ
オ
の
歌
を
調
べ
て
い
た
。
　
こ
の
年
２
月
20
日
、
久
功
は
マ
リ
ヤ
の
姉
キ
サ
ウ
ル
の
所
で
、
パ
ラ
オ
の
古
い
歌
に
日
本
語
の
訳
を
つ
け
た
。
翌
日
は
、
キ
サ
ウ
ル
の
所
で
助
役
の
老
人
を
つ
か
ま
え
て
、
古
い
歌
を
書
い
た
。
22
日
に
は
、
午
頃
キ
サ
ウ
ル
が
呼
び
に
来
て
く
れ
、
夕
方
ま
で
古
い
歌
を
や
っ
て
い
る
。
23
日
は
、
朝
キ
サ
ウ
ル
の
所
で
歌
を
調
べ
て
い
る
の
が
、『
日
記
』
に
見
え
る
。
久
功
は
、
当
初
、
姉
の
キ
サ
ウ
ル
か
ら
パ
ラ
オ
の
古
い
歌
を
教
え
て
貰
っ
て
い
た
が
、
９
月
か
ら
、
マ
リ
ヤ
に
替
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
「
マ
リ
ヤ
ン
」
に
は
、
Ｈ
氏
は
作
者
に
、「
僕
の
パ
ラ
オ
語
の
先
生
」
と
マ
リ
ヤ
を
紹
介
し
、
パ
ラ
オ
地
方
の
古
譚
詩
の
類
を
集
め
て
、
邦
訳
す
る
の
を
手
伝
う
た
め
、
週
に
三
日
来
て
い
る
、
と
書
か
れ
て
い
る
。『
日
記
』
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
じ
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
　
そ
の
成
果
は
、没
後
、「
パ
ラ
オ
語
の
発
音
と
写
音
に
就
い
て）6
（
」、お
よ
び
「
パ
ラ
オ
の
歌
謡）7
（
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
　
㉑
で
は
、
武
官
か
ら
飛
行
協
会
の
人
達
が
島
民
の
腰
蓑
姿
を
撮
影
す
る
の
を
頼
ま
れ
た
久
功
は
、
朝
か
ら
マ
リ
ヤ
等
の
所
へ
行
き
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
探
し
た
末
、
デ
ィ
ラ
レ
イ
ハ
ル
等
三
人
を
得
て
撮
影
し
た
。
久
功
は
島
民
に
顔
が
利
く
56
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
頼
ま
れ
る
が
、
結
局
マ
リ
ヤ
に
頼
む
こ
と
に
な
っ
た
。
　
久
功
は
、
し
ば
し
ば
調
査
旅
行
へ
行
っ
た
が
、
71
で
は
、
こ
の
年
10
月
25
日
か
ら
30
日
ま
で
パ
ラ
オ
本
島
（
バ
ベ
ル
ダ
オ
ッ
プ
島
）
へ
出
張
す
る
際
、
マ
リ
ヤ
に
紹
介
状
を
書
い
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
で
い
る
。
恐
ら
く
、
村
の
有
力
者
へ
の
紹
介
状
で
あ
ろ
う
。
村
々
で
は
、
島
民
の
家
に
泊
り
、
食
事
の
用
意
も
し
て
貰
っ
て
い
る
。
マ
リ
ヤ
の
紹
介
状
が
有
効
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
つ
い
で
、
32
を
み
よ
う
。
マ
リ
ヤ
が
帰
っ
た
後
、
マ
リ
ヤ
が
タ
バ
コ
の
箱
に
書
い
た
、
い
た
ず
ら
書
き
を
見
付
け
た
。
久
功
は
た
い
へ
ん
感
心
し
、
そ
れ
を
『
日
記
』
に
書
き
写
し
て
い
る
。
以
下
、
引
用
す
る
。
　
夜
、M
aria
来
ル
。
　
M
aria
ガ
カ
ヘ
ッ
タ
後
、
私
ノ
莨
ノ
箱
ニ
イ
タ
ヅ
ラ
書
キ
ガ
残
ッ
テ
居
ル
。
何
処
デ
オ
ボ
エ
タ
カ
、
　
よ
は
き
者
よ
、
汝
の
名
は
女
な
り
　
さ
れ
ど
つ
よ
き
者
よ
、
汝
の
名
は
母
な
り
　
ト
。
ソ
レ
カ
ラ
、
　
な
げ
く
な
マ
リ
ヤ
よ
　
汝
の
名
は
女
な
り
　
さ
れ
ど
つ
よ
く
生
き
よ
　
運
命
に
ま
け
ず
に
　
ト
。
ソ
シ
テ
、
　
悲
し
む
な
メ
リ
ー
　
な
く
な
ロ
リ
ー
　
ダ
ッ
テ
。
　
一
行
目
、「
よ
は
き
者
よ
、汝
の
名
は
女
な
り
」
は
、シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
中
の
有
名
な
台
詞
で
あ
る
。
二
行
目
、「
さ
れ
ど
つ
よ
き
者
よ
、
汝
の
名
は
母
な
り
」
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
の
名
言
、「
女
は
弱
し
、
さ
れ
ど
母
は
強
し
」
が
基
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
以
下
は
、
当
時
の
マ
リ
ヤ
の
置
か
れ
た
状
況
を
「
詩
」
で
表
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
詩
」
を
書
け
る
の
も
、
マ
リ
ヤ
に
相
当
な
教
養
が
あ
っ
た
か
ら
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
　
こ
こ
か
ら
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、「
マ
リ
ヤ
ン
」
の
、
次
の
部
分
で
あ
る
。
　
「
或
る
時
Ｈ
氏
と
二
人
で
道
を
通
り
掛
か
り
に
、
一
寸
マ
リ
ヤ
ン
の
家
に
寄
っ
た
こ
と
が
あ
る
。」
マ
リ
ヤ
ン
の
家
に
は
、
厨
川
白
村
の
「
英
詩
選
釈
」
と
岩
波
文
庫
の
「
ロ
テ
ィ
の
結
婚
」
の
二
冊
の
本
が
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
載
っ
て
い
た
。
そ
し
て
作
者
は
、「
恐
ら
く
、
マ
リ
ヤ
ン
は
、
内
地
人
を
も
含
め
て
コ
ロ
ー
ル
第
一
の
読
書
家
か
も
知
れ
な
い
。」
と
述
べ
る
。
　
こ
の
記
述
は
、
マ
リ
ヤ
の
実
際
の
姿
を
表
し
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
　
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
久
功
が
「
パ
ラ
オ
島
民
部
落
組
織
」、「
ヤ
ッ
プ
離
島
・
サ
テ
ワ
ヌ
島
の
神
と
神
事
」、「
サ
テ
ワ
ヌ
島
に
於
け
る
子
の
養
育
と
性
的
秩
序
」
の
３
つ
の
論
文
の
抜
き
刷
り
を
マ
リ
ヤ
に
進
呈
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
85
）。
島
民
の
中
で
抜
き
刷
り
を
進
呈
さ
れ
て
い
る
の
は
、
マ
リ
ヤ
た
だ
一
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
久
功
が
マ
リ
ヤ
の
知
性
、
教
養
を
高
く
評
価
し
、
敬
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意
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
　
久
功
は
、
マ
リ
ヤ
に
「
島
民
料
理
」
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
（
⑬
、
78
）。
こ
の
２
例
は
、
共
に
何
か
、
特
別
の
時
で
あ
る
。
　
⑬
で
は
、
久
功
は
慶
応
大
学
の
学
生
に
島
民
料
理
を
食
べ
さ
せ
る
約
束
を
し
て
あ
っ
た
の
で
、
翌
々
日
の
夕
方
、
島
民
料
理
を
用
意
し
て
も
ら
う
よ
う
マ
リ
ヤ
に
頼
ん
だ
。
鶏
の
丸
蒸
し
と
魚
の
燻
製
、
パ
ン
の
実
の
焼
い
た
の
と
、
餅
、
タ
ロ
イ
モ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
バ
ナ
ナ
、
パ
パ
イ
ヤ
と
、
か
な
り
豪
華
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
学
生
達
は
ア
ン
ガ
ウ
ル
島
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
留
守
だ
っ
た
の
で
、
飯
田
、
菅
等
、
知
人
等
と
料
理
を
食
べ
る
こ
と
と
な
っ
た
（『
日
記
』
８
月
23
日
）。
　
78
で
は
、
阿
刀
田
が
間
も
な
く
内
地
へ
帰
る
の
と
、
松
井
の
懇
請
が
あ
っ
て
、
熱
帯
生
物
研
究
所
の
研
究
員
、
パ
ラ
オ
放
送
局
員
が
久
功
の
官
舎
に
集
ま
り
、
饗
宴
を
催
し
た
。
マ
リ
ヤ
と
ギ
ロ
イ
が
御
馳
走
を
持
っ
て
き
て
、
隣
り
の
部
屋
で
調
理
し
た
。
料
理
は
、
鶏
の
丸
蒸
し
、
大
き
な
魚
の
燻
製
、
タ
ロ
イ
モ
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
饗
宴
に
は
、
中
島
敦
も
加
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
翌
日
、
久
功
等
は
、
マ
リ
ヤ
の
所
へ
礼
を
持
っ
て
行
っ
た
（
79
）。
　
「
マ
リ
ヤ
ン
」
に
は
、
マ
リ
ヤ
ン
が
時
々
Ｈ
氏
の
所
へ
、
う
ち
0
0
か
ら
パ
ラ
オ
料
理
を
作
っ
て
来
て
は
御
馳
走
す
る
。
そ
の
都
度
、
作
者
は
お
相
伴
に
預
か
る
、
と
書
か
れ
て
い
る
。
　
81
で
は
、
１
９
４
１
年
12
月
29
日
、
マ
リ
ヤ
と
ギ
ロ
イ
が
、
久
功
の
所
へ
島
民
料
理
を
持
っ
て
き
て
、
そ
こ
へ
敦
も
訪
れ
て
い
る
。
86
で
は
、
敦
が
久
功
の
部
屋
に
い
る
時
、
マ
リ
ヤ
が
タ
ロ
イ
モ
と
ブ
ド
ウ
酒
を
持
っ
て
来
た
。
こ
の
よ
う
に
、
特
別
な
時
以
外
に
も
、
マ
リ
ヤ
が
パ
ラ
オ
料
理
を
持
っ
て
来
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
マ
リ
ヤ
ン
」
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
　
中
島
敦
の
「
マ
リ
ヤ
ン
」
に
は
、「
私
が
初
め
て
マ
リ
ヤ
ン
を
見
た
の
は
、
土
俗
学
者
Ｈ
氏
の
部
屋
に
於
て
で
あ
っ
た
。」
と
あ
る
。
48
の
８
月
18
日
が
そ
の
日
で
あ
ろ
う
。『
日
記
』
に
は
、「
夜
、
中
島
君
（
敦
）
来
ル
。M
aria
来
ル
。」
と
あ
っ
さ
り
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
二
人
は
、
73
、
81
、
86
に
あ
る
よ
う
に
何
回
も
久
功
の
部
屋
で
会
っ
て
い
る
。
　
84
で
は
、
マ
リ
ヤ
が
留
守
に
久
功
の
官
舎
に
来
て
、
ズ
ボ
ン
を
置
い
て
行
っ
た
。
マ
リ
ヤ
は
、
日
本
人
か
ら
裁
縫
を
習
っ
た
こ
と
が
あ
る）8
（
の
で
、
久
功
の
ズ
ボ
ン
を
縫
っ
て
あ
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
、
頼
ま
れ
て
、
洋
服
を
縫
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
88
、
久
功
と
中
島
敦
は
、
帰
国
を
前
に
し
て
、
２
月
25
日
の
夜
、
マ
リ
ヤ
を
訪
ね
た
。『
日
記
』
に
は
、「
九
時
前
ニ
帰
ッ
テ
ク
ル
」
と
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
姉
の
キ
サ
ウ
ル
も
交
え
夕
食
を
共
に
し
た
事
で
あ
ろ
う
。「
マ
リ
ヤ
ン
」
に
は
、
「
此
の
春
、
偶
然
に
も
Ｈ
氏
と
私
と
が
揃
っ
て
一
時
0
0
内
地
へ
出
掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
マ
リ
ヤ
ン
は
鷄
を
つ
ぶ
し
て
最
後
の
パ
ラ
オ
料
理
の
御
馳
走
を
し
て
呉
れ
た
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
晩
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
　
「
マ
リ
ヤ
ン
」
に
は
、「
我
々
が
内
地
へ
帰
っ
て
か
ら
、
Ｈ
氏
の
所
へ
二
三
回
マ
リ
ヤ
ン
か
ら
便
り
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
其
の
都
度
ト
ン
ち
ゃ
ん
の
消
息
を
聞
い
て
来
て
い
る
と
い
う
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。『
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
久
功
の
帰
国
後
は
、
マ
リ
ヤ
と
久
功
の
間
で
文
通
が
あ
っ
た
。
帰
国
し
て
間
も
な
い
昭
和
17
年
（
１
９
４
２
）
４
月
１
日
に
は
、
久
功
は
マ
リ
ヤ
か
ら
手
紙
を
受
け
取
り
（
89
）、
そ
の
翌
々
日
３
日
に
、
マ
リ
ヤ
に
返
事
を
書
い
て
い
る
（
90
）。
２
月
半
後
の
６
月
15
日
に
も
、
マ
リ
ヤ
か
ら
手
紙
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
そ
の
58
手
紙
に
は
、
パ
ラ
オ
の
近
況
が
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
日
の
う
ち
に
、
久
功
は
返
事
を
書
い
て
い
る
（
91
）。『
日
記
』
に
は
、
そ
の
手
紙
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、
引
用
す
る
。
　
マ
リ
ヤ
！
　
ホ
ン
ト
ニ
日
ガ
タ
ツ
ノ
ガ
早
イ
。
ヤ
ッ
ト
暖
カ
ク
ナ
ッ
タ
ト
思
ッ
タ
ラ
、
一
昨
日
カ
ラ
雨
ガ
降
リ
出
シ
テ
、
降
ッ
タ
リ
止
ン
ダ
リ
、
風
ガ
吹
イ
テ 
ガ
タ
ガ
タ 
ト
硝
子
戸
ガ
鳴
リ
、
入
梅
ニ
ナ
ッ
テ
シ
マ
ッ
タ
ラ
シ
イ
。
イ
ヤ
ナ
コ
ト
ダ
。
　
今
朝
マ
リ
ヤ
カ
ラ
ト
武
官
カ
ラ
ト
手
紙
ガ
来
タ
。
船
ガ
来
タ
ラ
シ
イ
。
チ
ッ
ト
モ
ワ
カ
ラ
ナ
イ
。
　
パ
ラ
オ
ハ
ド
ン
ナ
カ
シ
ラ
。
高
瀬
貝
ガ
ハ
ジ
マ
ッ
タ
由
。
毎
年
、
一
度
連
レ
テ
行
ッ
テ
ホ
シ
イ
ト
思
ヒ
思
ヒ
、
ト
ウ
ト
ウ
今
ダ
ニ
行
カ
ナ
イ
デ
シ
マ
ッ
タ
岩
山
ノ
生
活
。
羨
マ
シ
イ
コ
ト
ダ
。
　
先
月
二
十
日
ニ
ト
ウ
ト
ウ
オ
ナ
カ
ヲ
切
ッ
テ
、
ヤ
ッ
ト
コ
ノ
一
週
間
バ
カ
リ
前
カ
ラ
、
マ
タ
電
車
ニ
乗
ッ
テ
出
歩
ク
コ
ト
ガ
出
来
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
ッ
タ
。
　
木
々
ハ
花
ガ
ナ
ク
ナ
ッ
テ
、
葉
バ
カ
リ
ノ
緑
ガ
濃
ク
ナ
ッ
タ
ケ
レ
ド
、
郊
外
ノ
家
々
ノ
庭
、
庭
、
庭
ニ
ハ
赤
イ
、
白
イ
、
黄
色
イ
花
、
花
、
バ
ラ
ノ
花
、
百
合
ノ
花
、
グ
ラ
ヂ
オ
ラ
ス
、
ア
マ
リ
リ
ス
、
ア
ヂ
サ
ヰ
、
早
咲
キ
ノ
小
菊
ノ
群
、
マ
ダ
、
マ
ダ
、
マ
ダ
、
イ
ク
ラ
デ
モ
咲
イ
テ
ル
。
　
手
紙
に
は
、
パ
ラ
オ
を
懐
か
し
む
気
持
と
、
マ
リ
ヤ
に
対
す
る
親
愛
の
情
が
溢
れ
て
い
る
。
　
次
に
マ
リ
ヤ
へ
書
信
を
送
っ
た
の
は
、
中
島
敦
の
没
後
、
昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
５
月
20
日
、
ボ
ル
ネ
オ
か
ら
帰
国
し
、
入
院
し
て
い
た
大
阪
の
赤
十
字
病
院
を
退
院
し
、
東
京
へ
戻
っ
て
来
て
間
も
な
い
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
久
功
は
29
通
の
挨
拶
状
を
出
し
た
が
、
こ
の
葉
書
は
そ
の
中
の
一
通
で
あ
ろ
う
（
92
）。
　
そ
し
て
、
１
９
６
７
年
12
月
25
日
、
久
功
は
20
余
年
ぶ
り
に
、
マ
リ
ヤ
か
ら
便
り
を
受
け
取
る
。『
日
記
』
に
文
面
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
の
で
（
93
）、
以
下
、
引
用
す
る
。
　
マ
リ
ヤ
カ
ラ
ノ
便
リ
ハ
、
多
分
20
年
ブ
リ
ク
ラ
イ
カ
。
ク
リ
ス
マ
ス
・
カ
ー
ド
ノ
半
面
ニ
便
リ
ヲ
書
イ
テ
キ
テ
イ
ル
。
イ
ツ
カ
毎
日
グ
ラ
フ
ノ
カ
メ
ラ
マ
ン
渡
辺
正
吉
君
ガ
行
ッ
タ
時
、
紹
介
シ
テ
ヤ
リ
、
思
イ
出
シ
タ
ヨ
オ
ニ
ネ
ッ
ク
レ
ー
ス
ヲ
持
タ
セ
テ
ヤ
ッ
テ
オ
イ
タ
ノ
ダ
ッ
タ
。
　
夏
、
タ
マ
エ
ガ
出
テ
来
タ
時
、
マ
リ
ヤ
ガ
結
婚
シ
タ
ト
キ
イ
テ
イ
タ
ガ
、
M
aria Gibbon
ガM
aria M
erep
ニ
ナ
ッ
テ
イ
タ
。
半
面
ニ
新
年
オ
メ
デ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
、
ト　
ア
リ
、
半
面
ニ
ワ
、
次
ノ
ヨ
オ
ニ
書
カ
レ
テ
イ
ル
。
12
月
20
日
１
９
６
７
．
「
土
方
セ
ン
セ
イ
。
　
お
か
は
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
と
つ
ぜ
ん
で
お
ど
ろ
く
で
せ
う
。
私
、
マ
リ
ア
で
す
。
御
ブ
サ
タ
し
ま
し
た
。
一
年
前
、
パ
ラ
オ
に
来
ら
れ
た
シ
ン
ブ
ン
社
ノ
方
に
、
先
生
御
元
気
の
事
き
い
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
知
り
ビ
ト
の
近
況
を
知
る
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
お
み
や
げ
の
ネ
ッ
ク
レ
ー
ス
あ
り
が
た
ふ
で
し
た
。
今
日
ま
で
お
れ
い
も
言
は
ず
、
ほ
ん
と
に
心
か
ら
失
礼
『土方久功日記』から見た中島敦「マリヤン」の実像
59
を
お
わ
び
し
ま
す
。
実
を
言
ふ
と
、
日
本
語
、
日
本
文
字
を
す
っ
か
り
忘
れ
ま
し
た
。
二
十
年
以
上
も
ぜ
ん
ぜ
ん
話
す
日
本
人
も
居
ら
ず
、
本
も
読
ま
ず
で
は
忘
れ
ま
す
。
ム
リ
し
て
コ
ト
バ
を
考
へ
考
へ
て
こ
れ
ま
で
書
い
て
来
ま
し
た
。
私
は
元
気
で
す
。
と
し
を
と
っ
て
バ
ア
サ
ン
で
す
。
早
い
も
の
で
す
。
此
の
頃
はN
gerel Belau
（voice of Palau
ラ
ジ
オ
）
が
し
き
り
に
ク
リ
ス
マ
ス　
ソ
ン
グ
を
う
た
う
の
で
、
今
年
も
又　
暮
れ
て
し
ま
ふ
の
か
と　
オ
ド
ロ
キ
ま
す
。
オ
ク
さ
ま
に
ド
ウ
ゾ
よ
ろ
し
く
、
そ
し
て
よ
い
年
を
お
む
か
へ
く
だ
さ
い
。
い
の
っ
て
い
ま
す
。
で
は
こ
れ
で
サ
ヨ
ナ
ラ
し
ま
す
。
又　
た
よ
り
し
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
お
大
事
に
。
 
マ
リ
ア
・
メ
レ
ッ
プ
」
　
ヨ
ク
、
コ
レ
ダ
ケ
日
本
字
ヲ
オ
ボ
エ
テ
イ
タ
モ
ノ
ダ
ト
思
ウ
。
少
女
時
代
ニ
日
本
ニ
来
テ
、
タ
シ
カ
女
学
校
ノ
３
年
グ
ラ
イ
マ
デ
イ
タ
ヨ
オ
ニ
聞
イ
テ
イ
ル
ガ
。
　
マ
リ
ヤ
の
手
紙
は
、
や
や
た
ど
た
ど
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、
意
味
の
通
る
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
。
文
中
に
あ
る
「
タ
マ
エ
」
は
、
昭
和
14
年
（
１
９
３
９
）
４
月
、
杉
浦
佐
助
と
日
本
へ
一
時
帰
国
し
た
時
同
行
し
た
「
玉
枝
」
で
あ
る
。
玉
枝
は
久
功
が
パ
ラ
オ
へ
戻
っ
た
後
も
日
本
に
残
り
、
久
功
の
妹
・
英
子
の
婚
家
か
ら
洋
裁
を
習
い
に
通
っ
て
い
た
。
ま
た
手
紙
に
は
、「
又　
た
よ
り
し
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
久
功
が
マ
リ
ヤ
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
様
子
は
な
い
。
そ
の
翌
日
26
日
、
久
功
は
マ
リ
ヤ
へ
手
紙
を
書
き
送
っ
た
（
94
）。
マ
リ
ヤ
へ
の
最
後
の
便
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
文
面
は
分
か
ら
な
い
。
　
そ
の
４
年
後
の
１
９
７
１
年
５
月
、
マ
リ
ヤ
は
亡
く
な
っ
た
。
　
岡
谷
公
二
氏
の
著
書
に
、「
久
功
の
夫
人
宅
に
は
、
マ
リ
ヤ
ン
の
手
紙
が
数
通
残
っ
て
い
る
。）9
（
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
著
書
が
書
か
れ
た
１
９
９
０
年
当
時
は
、
マ
リ
ヤ
の
手
紙
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
む
す
び
　
小
稿
で
は
、『
日
記
』
に
よ
り
、
具
体
的
な
マ
リ
ヤ
の
実
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
マ
リ
ヤ
は
コ
ロ
ー
ル
に
土
地
を
所
有
し
て
い
た
。
マ
リ
ヤ
に
は
、
日
本
人
の
知
人
が
多
く
い
た
。
マ
リ
ヤ
は
久
功
の
民
族
学
調
査
に
協
力
し
て
い
た
。
久
功
は
マ
リ
ヤ
か
ら
パ
ラ
オ
語
と
パ
ラ
オ
の
古
譚
詩
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
た
。
マ
リ
ヤ
が
相
当
な
教
養
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
久
功
が
高
く
評
価
し
て
い
た
。
マ
リ
ヤ
が
時
々
久
功
の
と
こ
ろ
へ
、
島
民
料
理
を
作
っ
て
持
っ
て
来
て
、
敦
が
お
相
伴
に
預
か
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
マ
リ
ヤ
は
か
な
り
日
本
語
が
で
き
た
。
マ
リ
ヤ
は
洋
裁
が
で
き
た
こ
と
等
で
あ
る
。
　
岡
谷
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に）10
（
「
マ
リ
ヤ
ン
」
に
は
、
殆
ど
虚
構
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
疑
問
が
残
る
。
ど
う
し
て
、
久
功
が
最
後
に
書
い
た
回
想
文
「
パ
ラ
オ
で
の
ト
ン
ち
ゃ
ん）11
（
」
の
中
で
、「『
マ
リ
ヤ
ン
』
に
出
て
く
る
Ｈ
氏
を
私
の
こ
と
だ
と
言
う
人
が
あ
る
が
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
う
人
が
あ
る
な
ら
、
是
非
ト
ン
に
た
し
か
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
書
い
た
の
か
。
河
路
氏
は
、
「
Ｈ
氏
が
マ
リ
ア
を
か
ら
か
う
場
面
な
ど
実
際
に
は
別
の
人
物
の
言
動
が
Ｈ
氏
の
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。」
と
述
べ
て
60
い
る）12
（
。
　
こ
の
推
察
は
、
納
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
。「
マ
リ
ヤ
ン
」
の
終
わ
り
近
く
、
大
晦
日
の
晩
、
作
者
と
Ｈ
氏
と
マ
リ
ヤ
ン
の
３
人
で
コ
ロ
ー
ル
波
止
場
へ
行
っ
た
と
き
の
場
面
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「
で
も
ね
え
、
内
地
の
男
の
人
は
ね
え
、
や
っ
ぱ
り
ね
え
。」
　
な
ん
だ
。
此
奴
、
や
っ
ぱ
り
先
刻
か
ら
ず
っ
と
、
自
分
の
将
来
の
再
婚
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
か
と
急
に
私
は
可
笑
し
く
な
っ
て
、
大
き
な
声
で
笑
い
出
し
た
。
そ
う
し
て
、
尚
も
笑
い
な
が
ら
「
や
っ
ぱ
り
内
地
の
男
は
、
ど
う
な
ん
だ
い
？　
え
？
」
と
聞
い
た
。
こ
こ
で
は
、
マ
リ
ヤ
を
た
だ
一
人
の
女
と
し
て
扱
っ
て
い
る
よ
う
で
、
悪
意
は
な
い
も
の
の
、
久
功
の
気
に
障
る
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
日
の
『
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
阿
刀
田
研
二
と
高
松
一
雄
も
同
行
し
て
い
た
。
河
路
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
別
の
人
物
、
つ
ま
り
阿
刀
田
か
高
松
の
発
言
で
あ
ろ
う
。
　
『
日
記
』
か
ら
は
、
久
功
の
マ
リ
ヤ
に
対
す
る
敬
意
が
感
じ
ら
れ
る
。
と
く
に
、
論
文
の
抜
き
刷
り
を
進
呈
し
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
マ
リ
ヤ
の
知
性
、
教
養
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
中
島
敦
の
「
マ
リ
ヤ
ン
」
に
見
ら
れ
る
〝
か
ら
か
い
〞
と
も
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、
久
功
は
少
し
、
ヘ
ソ
を
曲
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
作
者
が
初
め
て
マ
リ
ヤ
と
会
っ
た
と
き
の
こ
と
を
中
島
敦
は
「
マ
リ
ヤ
ン
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
　
私
が
初
め
て
マ
リ
ヤ
ン
を
見
た
の
は
、
土
俗
学
者
Ｈ
氏
の
部
屋
に
於
て
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
若
い
女
の
声
が
「
入
っ
て
も
い
い
？
」
と
聞
い
た
。
オ
ヤ
、
こ
の
土
俗
学
者
先
生
、
中
々
油
断
が
な
ら
な
い
な
、
と
驚
い
て
い
る
中
に
、
扉
を
あ
け
て
は
い
っ
て
き
た
の
が
、
内
地
人
で
は
な
く
、
堂
々
た
る
体
躯
の
島
民
女
だ
っ
た
の
で
、
も
う
一
度
私
は
驚
い
た
。
　
こ
の
記
述
も
久
功
に
は
、
愉
快
な
感
じ
を
与
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
最
後
の
回
想
文
に
、「
マ
リ
ヤ
ン
」
の
な
か
の
Ｈ
氏
は
自
分
で
は
な
い
、
と
言
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
註（
１
）
死
去
半
月
前
の
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
11
月
に
刊
行
さ
れ
た
第
２
創
作
集
『
南
島
譚
』
（
今
日
の
問
題
社
）
に
「
幸
福
」「
夫
婦
」
な
ど
と
共
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
（
２
）
港
の
人
、
２
０
１
４
年
（
３
）
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
。
１
９
３
９
年
１
月
27
日
か
ら
１
９
４
２
年
11
月
30
日
ま
で
が
、
須
藤
健
一
氏
・
清
水
久
夫
編
で
、
国
立
民
族
学
博
物
館
か
ら
、『
土
方
久
功
日
記
』
第
Ⅴ
巻
と
し
て
、
２
０
１
４
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
（
４
）
東
宣
出
版
、
２
０
１
６
年
（
５
）
拙
稿
「
１
９
３
０
年
代
コ
ロ
ー
ル
（
パ
ラ
オ
）
に
お
け
る
「
土
地
問
題
」」（『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
53
号
、
２
０
１
８
年
）
（
６
）『
土
方
久
功
著
作
集
』
第
３
巻
（
三
一
書
房
、
１
９
９
３
年
）、
236
頁
（
７
）
同
右
、
第
２
巻
（
１
９
９
１
年
）、
265
頁
（
８
）
岡
谷
公
二
氏
『
南
海
漂
泊
』（
河
出
書
房
新
社
、
１
９
９
０
年
）、
174
頁
（
９
）
同
右
、
176
頁
『土方久功日記』から見た中島敦「マリヤン」の実像
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（
10
）
同
右
、
175
頁
（
11
）
筑
摩
書
房
版
『
現
代
日
本
文
学
体
系
』
第
35
巻
月
報
、
１
９
６
４
年
（
12
）「
パ
ラ
オ
の
日
本
語
人
・
マ
リ
ア
と
Ｓ
Ｄ
Ａ
教
会
、
そ
し
て
土
方
久
功
」（『
言
葉
と
文
字
』
４
号
、
２
０
１
５
年
）、
197
頁
『
土
方
久
功
日
記
』
に
見
え
る
マ
リ
ヤ
一
覧
１
９
３
９
年
９
月
　
①
８
日
（
須
藤
健
一
・
清
水
久
夫
編
『
土
方
久
功
日
記
』Ⅴ
、
100
頁
。
以
下
、
頁
数
の
み
記
す
）
10
月
　
②
15
日
（
126
頁
）
　
③
16
日
（
126
・
127
頁
）
１
９
４
０
年
１
月
　
④
７
日
（
163
頁
）
　
⑤
28
日
（
177
・
178
頁
）
２
月
　
⑥
17
日
（
186
頁
）
４
月
　
⑦
11
日
（
199
頁
）
　
⑧
12
日
（
199
頁
）
５
月
　
⑨
３
日
（
205
頁
）
　
⑩
15
日
（
207
頁
）
　
⑪
20
日
（
208
頁
）
７
月
　
⑫
8
日
（
221
頁
）
８
月
　
⑬
21
日
（
234
頁
）
９
月
　
⑭
17
日
（
240
頁
）
　
⑮
30
日
（
243
頁
）
10
月
　
⑯
３
日
（
243
頁
）
　
⑰
14
日
（
244
頁
）
11
月
　
⑱
５
日
（
256
頁
）
　
⑲
12
日
（
257
・
258
頁
）
　
⑳
27
日
（
260
頁
）
12
月
　
㉑
４
日
（
261
頁
）
　
㉒
10
日
（
261
頁
）
　
㉓
17
日
（
266
頁
）
１
９
４
１
年
１
月
　
㉔
20
日
（
276
頁
）
　
㉕
21
日
（
279
頁
）
６
月
　
㉖
３
日
（
354
頁
）
　
㉗
４
日
（
355
頁
）
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㉘
５
日
（
355
頁
）
　
㉙
17
日
（
359
頁
）
　
㉚
19
日
（
359
頁
）
　
㉛
23
日
（
360
頁
）
　
32
30
日
（
362
頁
）
７
月
　
33
１
日
（
363
頁
）
　
34
７
日
（
365
頁
）
　
35
14
日
（
366
頁
）
　
36
17
日
（
367
頁
）
　
37
22
日
（
368
頁
）
　
38
24
日
（
369
頁
）
　
39
28
日
（
370
頁
）
　
40
29
日
（
370
頁
）
　
41
31
日
（
370
頁
）
８
月
　
42
１
日
（
370
頁
）
　
43
５
日
（
371
頁
）
　
44
６
日
（
371
頁
）
　
45
７
日
（
372
頁
）
　
46
９
日
（
372
頁
）
　
47
11
日
（
372
頁
）
　
48
18
日
（
374
頁
）
　
49
19
日
（
374
頁
）
　
50
20
日
（
374
頁
）
　
51
21
日
（
374
頁
）
　
52
22
日
（
374
頁
）
　
53
25
日
（
375
頁
）
　
54
28
日
（
376
頁
）
９
月
　
55
８
日
（
377
頁
）
　
56
11
日
（
378
頁
）
　
57
19
日
（
382
頁
）
　
58
22
日
（
383
頁
）
　
59
25
日
（
383
頁
）
　
60
29
日
（
384
頁
）
　
61
30
日
（
385
頁
）
10
月
　
62
２
日
（
385
頁
）
　
63
３
日
（
385
頁
）
　
64
６
日
（
386
頁
）
　
65
７
日
（
386
頁
）
　
66
９
日
（
387
頁
）
　
67
16
日
（
388
頁
）
　
68
17
日
（
388
頁
）
　
69
20
日
（
389
頁
）
　
70
21
日
（
389
頁
）
　
71
23
日
（
390
頁
）
　
72
25
日
（
391
頁
）
11
月
　
73
13
日
（
401
頁
）
　
74
15
日
（
402
頁
）
『土方久功日記』から見た中島敦「マリヤン」の実像
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75
17
日
（
403
頁
）
　
76
20
日
（
404
頁
）
　
77
24
日
（
405
頁
）
12
月
　
78
21
日
（
411
頁
）
　
79
22
日
（
411
頁
）
　
80
27
日
（
413
頁
）
　
81
29
日
（
414
頁
）
１
９
４
２
年
１
月
　
82
15
日
（
419
頁
）
　
83
31
日
（
419
頁
）
２
月
　
84
１
日
（
421
頁
）
　
85
15
日
（
424
頁
）
　
86
19
日
（
450
頁
）
　
87
21
日
（
450
頁
）
　
88
25
日
（
451
頁
）
４
月
　
89
１
日
（
464
頁
）
　
90
３
日
（
464
頁
）
６
月
　
91
15
日
（
490
頁
）
１
９
４
４
年
５
月
　
92
20
日
（
未
刊
行
『
土
方
久
功
日
記
』
第
38
冊
18
頁
）
１
９
６
７
年
12
月
　
93
25
日
（
未
刊
行
『
土
方
久
功
日
記
』
第
97
冊
174
〜
176
頁
）
　
94
26
日
（
未
刊
行
『
土
方
久
功
日
記
』
第
97
冊
176
頁
）
